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まちこれ！ vol. ７まちこれ！ vol. ７
このコーナーでは、町民のみなさんに、まちづくりの課題と今後の取組みをお知らせ
するため「まちのこれから」＝「まちこれ！」と題し紹介していきます。

「高齢者の誰もが健康で生き生きと暮らせる
　　　　　　　　　　元気なまちづくり」を目指して！

問合せ　健康介護課地域包括支援班
　　　　☎33-7709

　町では、高齢者支援の枠組みを超えた「運動の習慣化」「通いの場の創出」「住民の交流」
などを促進しています。これにより、健康増進、介護予防、見守り支援などの取組みを通し
て、あらゆる世代間や各地域の交流を活発化し、地域のみんなと支え合う仕組みを作っていき
ます。

　このプロジェクトは、株式会社紀文食品、よつ葉乳業株
式会社、日本食研ホールディングス株式会社、栄町黒大豆
研究会から食材提供を受け、管理栄養士が作成したレシピ
をもとに町職員が調理して写真を撮り、おすすめの運動と
一緒にチラシに掲載し、株式会社ナリタヤ、とくし丸、町
内の医療・介護関係者、民生委員などと協力して情報発信
をする取組みです。
　食事内容（特にたんぱく質の摂取）と運動（筋力アッ
プ）を一体として意識してもらい、フレイル予防に習慣的
に取組んでもらうことを目指すものです。
　この功績が称えられ、厚生労働省・スポーツ庁主催の「第
10回健康寿命をのばそう！アワード」を受賞しました。

１．地域共生社会の実現に向けて

　地域共生社会とは、介護・障がいや子育てなどの分野ごとの｢縦割り｣
や｢支え手｣｢受け手｣という関係を超えて、地域住民や多様な主体が参画
し、人と人、人と資源が繋がることで、住民一人ひとりの暮らしと生き
がい、地域をともに創っていく社会です。
　これにより、これまで対応が難しかった｢制度の狭間｣や｢複合的な課題
｣などを解決することが可能となり、日常の困りごとに柔軟に対応してい
くことができます。

２．フレイル予防とは

　フレイルは早めに気づいて適切な取組みを行うことで、進行を防ぎ、
健康に戻ることができるとされており、フレイル予防の３つのポイント
は、①「栄養（食事の改善）」、②「身体活動（ウォーキング・ストレッ
チなど）」、③「社会参加（趣味・ボランティア・就労など）」です。

●フレイルとは･･･健康な状態と要介護状態の中間にあたり、加齢による
　心身の機能低下がみられる状態

▲たべ ･ たんレシピ

▲たべ・たん運動

３．主な介護予防事業の取組

①たべる・たんぱくプロジェクト（たんぱく質摂取習慣づくり）①たべる・たんぱくプロジェクト（たんぱく質摂取習慣づくり）
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　６月１日に「地域おこし協力隊」として松元頼子さんを委嘱しました。松元隊員には、ヨガに
よる健康づくりと居場所づくりによる地域の活性化に取組んでいただきます。

地域おこし協力隊を新たに委嘱しました！

新隊員
　松元　頼子さん（まつもと　よりこ）　　　　　　　　　　　

意気込み・抱負
　ヨガ・SNS・英語を活かして持続可能な地域づくりと愛される
町づくりを目指します。ヨガで栄町を元気に！近くの集会所に出
張しますのでどうぞよろしくお願いします。

◆社会参加活動の推進
　ヨガビト同士の情報交
換などの交流を活発化さ
せ、地域活動への積極的
な参画を促すことで地域
活性化を推進しています。

　ヨガインストラクターや医療従事者等による筋力強化やバランス能力の向上などの講座を
開催しています。これまでに171名（うち男性24名）の住民のみなさんが参加されました。
この功績が称えられ、この取組みについても厚生労働省・スポーツ庁主催の「第13回健康寿
命をのばそう！アワード」を受賞しました。

◆ヨガビトづくり
　講座受講者を増やすことで、ヨガビトづ
くりを促進しています。

◆介護予防に関するボランティアの育成
　ヨガビト講座を通じて、アシスタント（＝
ボランティア）の育成を推進しています。

◆住民の主体的な活動と支援
　通いの場の創出のため、ヨガビト主体に
よるサークルの立ち上げを支援するなど、
新規組織の運営やサポートなど
の相談体制を推進しています。

町長　松元さんは、栄町への思い入れはあり
ますか。
松元　学生まで、栄町に住んでいましたが、自
然や歴史、町の人など、とても素晴らしい町
だと感じています。こうして、戻ってこられ
るきっかけに感謝しています。

町長　栄町は自然豊かで歴史ある町ですが、
これらを活かした取組みを何かお考えでした
ら教えて下さい。
松元　古民家を活用したヨガに取り組みたい
と考えています。以前実施したヨガでは、畳
敷きの大広間の懐かしい雰囲気の中で気持ち
よくヨガに取組め、参加された方にも大好評
でした。緑豊かな栄町ならではの森林浴のヨ
ガなどもやってみたいです。

　～町長と協力隊が語るヨガによる
　　　　　　健康づくりと地域コミュニティの活性化～

▲第 13 回健康寿命をのばそう！
　アワードで受賞！

②ヨガビト講座（健康づくり）②ヨガビト講座（健康づくり） ●ヨガビトとは･･･ヨガをするヒトを増やして、
　健康とまちづくりを進めるプロジェクト

▲対談の様子

町長　海外に在住されていたようですが、そ
の経験を何かに役立てられることはあります
か。
松元　外国人をターゲットにしたインバウン
ド向けのヨガ教室を通じて、地域おこしを展
開したいです。

町長　加齢による機能低下をさせないことや
予防に対する正しい知識の普及と啓発が大切
だと思っています。町の事業としてヨガビト
講座を実施していますが、今後の取組みにつ
いて、何かお考えはありますか。
松元　ヨガを通して、新しいコミュニティの
場を作っていきたいです。例えば、各地区の
集会所を活用したヨガ教室の展開や、町の自
然や歴史を楽しめる場所でのヨガ体験、また
多くの方が楽しめ
るヨガイベントを
開催してヨガで町
を元気にしていき
たいです。
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台風シーズン到来に伴うご注意を台風シーズン到来に伴うご注意を

◆避難するときは！
①災害時には自分で決めた方法で迷わず「避難」することが必要です。
　公共の避難所を利用する場合は、感染症対策に十分留意し、お互いに協力し合って避難しましょう。
②豪雨時の屋外の移動は車も含め大変危険です。やむをえず車中泊をする場合は、浸水しないよう
　周囲の状況などを十分確認してください。
③非常持ち出し品を見直しましょう。食糧などのほかに、マスクやタオル、消毒液、体温計、石鹸
　など、自分や家族で使う衛生用品を可能な範囲で用意しておきましょう。また、使い捨てのビニ
　ール手袋や上履き、スリッパなども用意しておくと、接触感染の防止になります。

●その他の情報

　近年、大型台風やゲリラ豪雨、線状降水帯の発生など、これまでに経験したことのない予想を超
えた大雨が降り、洪水や土砂災害が発生する危険性が高まっています。
　災害は、いつおこるか分かりません。
　自分や家族を守るため、正確な情報の入手方法や、災害時に取るべき行動について、日頃から話
し合って決めておきましょう。

　気象庁では、線状降水帯の発生が予想される場合は、
発生の半日程度前から、災害警戒レベル情報と合わせた
「線状降水帯発生予想情報」を発表しています。これは、
線状降水帯の発生は予測が難しく、発生後には急激な大
雨となり、避難などが間に合わなくなることを予防する
ためです。
　また、大きな河川の水位情報（利根川など）について
も、洪水の恐れがある水位への上昇が予測されると判断
される場合には、「指定河川洪水予報」として早めに情
報が提供されています。

線状降水帯の代表的な発生メカニズムの模式図

▲千葉県防災
　ポータルサイト

〇千葉県防災ポータルサイト
　台風などによる、県内の避難指示や勧告の状況、気象警報などが全て分かります。
　また、雨雲の動きなども掲載されています。
〇川の防災情報（国土交通省）
　大雨による利根川などの増水状況や今後の予想水位が分かります。

●日頃の備えは万全ですか？

●気象情報などが今までより早期に
　提供されています

●線状降水帯とは・・・
　次々と発生する発達した雨雲
（積乱雲）が列をなし数時間にわ
たって、ほぼ同じ場所を通過また
は停滞することで作り出される、
長さ50～300km程度、幅20～
50km程度の線状に伸びる強い降水
域です。

▲川の防災情報

●早めの避難を！
　町では、警戒レベルに応じて防
災行政無線や防災メールなどを通
して呼びかけを行いますので、日
頃から親類縁者やご友人の方など
と避難の仕方などを決めておきま
しょう。

問合せ　くらし安全課災害対策班
　　　　☎33-7710
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対象住宅
　一戸建て住宅、または併用住宅
※併用住宅は、居住部分のみが対象
※既に、栄町住宅リフォーム補助金を利用した
　住宅を除く。
対象者
①対象住宅を所有し、自ら居住する方
②対象住宅に 10 年以上継続して居住する方
③町の住民基本台帳に記録されている方
④町税を滞納していない方 ( 世帯員全員 )
⑤過去に栄町住宅リフォーム補助金の交付を受
　けてない方

対象となるリフォーム工事
①町内事業者が行う工事
※町内に本店がある法人事業者、または町内に住所
がある個人事業者

②補助対象工事は、浴室・台所・トイレ・床・畳・
内外壁などの工事です。

③令和８年３月19日㈭以前に工事が完了すること。
④ 20 万円以上の工事（税込）
補助金の額
　住宅リフォーム工事費用の 10 分の１で上限額
10 万円（千円未満切捨て）
※補助金交付決定前に住宅リフォーム工事を行った
場合は、補助金の交付を受けられません。

※補助金を希望する方は、事前にご相談ください。
問合せ
　企画財政課定住移住推進班
　☎ 33-7773

受付期間　12 月 19 日㈮まで　申請は工事着工前に！
住宅リフォーム補助金
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職　種職　種 採用予定人数採用予定人数 資　格資　格

一般行政（初級） ３名程度 平成 16 年４月２日から平成 20 年４月１日までに生まれた方

で、学歴は問わない。土木（初級） 若干名
建築（初級） 若干名

障害者枠（初級） 若干名

平成２年４月２日から平成 20 年４月１日までに生まれた方

で、且つ身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福

祉手帳の交付を受けている方で、学歴は問わない。

戦
没
者
遺
族
に

戦
没
者
遺
族
に｢｢

第第
1212
回回
特
別
特
別

弔
慰
金

弔
慰
金｣｣

が
支
給
さ
れ
ま
す

が
支
給
さ
れ
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催

講
座
の
開
催

試験日　　９月 21 日㈰
試験会場　佐倉市立佐倉中学校
　　　　　（千葉県佐倉市城内町 117-10）
受付期間　７月 29 日㈫～８月 12 日㈫（当日消印有効）
採用予定　令和８年４月１日
問合せ　　総務課秘書人事班　☎ 95-1111
　　　　　申込方法など、詳細については右記 QR より
　　　　　ご確認ください。

令和７年度印旛郡市職員採用共同試験（初級職等）令和７年度印旛郡市職員採用共同試験（初級職等）
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養
成

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催

講
座
の
開
催

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
を
や
さ
し
く
見

守
り
、
で
き
る
範
囲
で
そ
っ

と
手
助
け
を
行
う
人
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
養
成
講
座
に

参
加
し
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
ご
家
族
と
交
流
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
当
日
は
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
に
よ
る
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
の
講
義
が
あ
り
ま
す
。

日　

時

　

７
月
18
日
㈮

　

10
時
30
分
か
ら
12
時

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

展
示
ロ
ビ
ー　

オ
レ
ン
ジ
サ

ロ
ン
内

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
地
域
包
括
支
援
班

　

☎
33-

７
７
０
９

御来店をお待ちしております。

町
長
座
談
会

町
長
座
談
会

対　

象

　

６
人
か
ら
20
人
前
後
の
町
内
の

団
体
な
ど
（
町
内
在
住
者
）

申
込
み　

　

開
催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま

で
に
申
込
書
を
提
出

会　

場　

　

申
込
者
が
町
内
の
会
場
を
準
備

実
施
月　

　

８
月

※
開
催
日
時
な
ど
に
つ
い
て

は
、
申
込
書
を
基
に
事
前
に

協
議
を
し
て
決
定

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
班

　

☎
33-

７
７
７
３

▲座談会・懇談室 HP

町
長
懇
談
室

町
長
懇
談
室

対　

象

　

５
人
以
下
の
町
内
の
団
体
な

ど
（
町
内
在
住
者
）

申
込
み

　

７
月
14
日
㈪
ま
で
に
申
込
書

を
提
出
。
３
組
（
先
着
順
）

日　

時

　

７
月
28
日
㈪

　

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　
（
１
組
30
分
程
度
）

会　

場　

　

役
場
３
階
第
２
会
議
室

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
班

　

☎
33-

７
７
７
３

若
手
農
業
者
が
活
躍
で
き

若
手
農
業
者
が
活
躍
で
き

る
未
来
の
農
業
を
つ
く
ろ
う

る
未
来
の
農
業
を
つ
く
ろ
う

　

町
内
で
新
た
に
就
農
す
る
方

や
家
業
を
継
い
で
就
農
す
る
若

者
に
と
っ
て
、
不
安
や
悩
み
を

分
か
ち
合
い
、
助
け
合
う
仲
間

が
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
営
農

活
動
を
行
う
上
で
貴
重
な
財
産

に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
長
や
千
葉
県
普

及
指
導
員
な
ど
、
若
い
農
業
者

を
支
え
る
関
係
者
と｢

目
指
す

将
来(

10
年
後)

の
農
業
経
営
な

ど｣

の
意
見
交
換
や
若
手
農
業

者
間
の
交
流
の
場
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

８
月
１
日
㈮
18
時
か
ら

会
場
・
内
容　

会
場
お
よ
び
詳

　

細
に
つ
い
て
は
、
申
込
み
い

　

た
だ
い
た
メ
ー
ル
へ
ご
連
絡

　

し
ま
す
。

申
込
期
限　

７
月
18
日
㈮
ま
で

申
込
方
法　

経
済
環
境
課
メ
ー

　

ル
宛
て
に
氏
名
・
住
所
・
電

　

話
・
年
齢
・
経
営
作
物
を
記
載

募
集
範
囲　

町
内
で
就
農
し
て

　

い
る
若
手
ま
た
は
今
後
就
農

　

を
予
定
し
て
い
る
若
手
農
業

　

者
（
49
歳
以
下
）

問
合
せ　

　

経
済
環
境
課
農
政
班

　

☎
33-

７
７
１
３

　
　

san
gyou@

tow
n
.

               sakae.ch
iba.jp

～
町
長
と
未
来
の

　
　
　
　
農
業
を
語
ろ
う
～



8ྩ̓年̓月 ø 日

◆不足額給付Ⅰ：給付金の計算式は次のとおり　
【給付額】（①＋②）(万単位切上げ)ー当初調整給付額（万単位）

定額減税補足給付金（不足額給付）について定額減税補足給付金（不足額給付）について

　令和７年１月１日現在、栄町に住所を有する方のうち、次の「不足額給付Ⅰ」または「不足額
給付Ⅱ」に該当される方
不足額給付Ⅰ：定額減税の対象者で調整給付金に不足が生じた方
【対象となりうる方の例】
①令和５年の所得より令和６年の所得が減少した方（所得税額の減少）
②こどもの出生などで令和６年中に扶養が増えた方（定額減税可能額の増＋所得税額の減少）
③税額修正により令和６年度分個人住民税所得割が減少した方（所得割の減少）

不足額給付Ⅱ：定額減税対象外の方で次の全てに該当する方
ア 本人が定額減税の対象外であること（所得税および個人住民税所得割ともに定額減税前の税額
　がゼロ）
イ 扶養親族などとしても定額減税の対象外であること（税制度上、「扶養親族」の対象外）
ウ 低所得者世帯向け給付金（※）の対象でないこと（低所得者世帯向け給付対象世帯の世帯主・
　世帯員でない）
（※）次の給付金の世帯主・世帯員を指します。
　○令和５年度非課税世帯への給付（７万円）
　○令和５年度均等割のみ課税世帯への給付（10万円）
　○令和６年度新たに非課税世帯または均等割のみ課税となった世帯への給付（10万円）
　【対象となりうる方の例】
①合計所得金額が48万円超の方
②青色事業専従者・事業専従者（白色）

　令和６年度に実施した定額減税補足給付金（調整給付金）は、令和５年分の所得や扶養状況
により推計した所得税額を使用し算定しました。そのため、令和６年分所得税および定額減税
の実績額などが確定し本来給付すべき金額と、令和６年度調整給付金額との間で不足額が生じ
た場合に、「定額減税補足給付金（不足額給付）」を支給します。
　本人および扶養親族として定額減税対象外であり、低所得世帯向け給付金の対象者ではなか
った方も対象となります。

１　対象者

２　不足額給付金

３　申請方法および支給時期
　申請方法と支給時期などについては、決定次第お知らせします。

問合せ　税務課収納対策室　☎33-7703

◆不足額給付Ⅱ：原則４万円（定額）※令和６年１月1日時点で国外居住者であった場合には３万円

①｢所得税分控除不足額（不足額給付時）」の算出方法

－ ＝
定額減税可能額

３万円×(本人＋扶養親族数)
令和６年分所得税額（減税前） ①所得税分控除不足額

①＜０の場合は０　

扶養親族数は令和６年12月31日時点の人数 ※令和６年分所得税額（実績）

－ ＝

②｢個人住民税分控除不足額」の算出方法

定額減税可能額
１万円×(本人＋扶養親族数)

令和６年分個人住民税額（減税前） ②個人住民税分控除不足額
②＜０の場合は０　

－ ＝

＋ ＝

③｢給付額」: (①＋②)(※一万単位で「切り上げて」算出)ー当初調整給付額（※万単位）

①所得税分控除
不足額 不足額給付額

②個人住民税分
控除不足額

－ 当初調整給付額＋ ＝
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１ 

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定

の
振
り
仮
名
の
通
知

　　

本
籍
地
市
区
町
村
か
ら
、

戸
籍
筆
頭
者
宛
に
住
民
票
の

情
報
を
参
考
と
し
て
戸
籍
に

記
載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮

名
を
通
知
し
ま
す
。

※
栄
町
が
本
籍
の
方
は
、
令

　

和
７
年
７
月
下
旬
頃
か
ら

　

順
次
送
付
予
定
で
す
。

２ 

氏
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

通
知
の
振
り
仮
名
（
氏

名
）
を
必
ず
ご
自
身
が
確
認

の
上
、
違
っ
て
い
る
場
合
は

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
通
知
の
振
り
仮
名
が
正

し
い
場
合
、
届
出
は
不
要
で

す
。
通
知
に
記
載
さ
れ
た
振

り
仮
名
が
そ
の
ま
ま
戸
籍
に

記
載
さ
れ
ま
す
（
令
和
８
年

５
月
26
日
以
降
に
実
施
予

定
）

①
氏
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

原
則
と
し
て
戸
籍
の
筆
頭

　

者
が
届
出
す
る
こ
と
と
な

　

り
ま
す
。

②
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　

方
が
そ
れ
ぞ
れ
届
出
人
と

　

な
り
ま
す
。

※
15
歳
未
満
の
届
出
は
、
親

　

権
者
な
ど
の
法
定
代
理
人

　

が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

３ 

届
け
出
の
方
法

○
本
籍
地
ま
た
は
所
在
地
の

　

市
区
町
村
窓
口

○
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル(

オ
ン
ラ

　

イ
ン) 

○
郵
送

４ 

注
意
事
項

　

銀
行
な
ど
の
口
座
名
義
な

ど
で
実
際
に
使
用
し
て
い
る

も
の
と
異
な
る
振
り
仮
名
の

届
出
を
す
る
場
合
、
年
金
や

給
付
金
の
口
座
振
込
や
税
金

な
ど
の
口
座
振
替
に
お
い

て
、
口
座
名
義
の
不
一
致
な

ど
支
障
が
生
じ
る
た
め
、
口

座
の
名
義
変
更
手
続
き
が
必

要
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

変
更
し
よ
う
と
す
る
氏
名

の
読
み
方
が
一
般
に
認
め
ら

れ
て
い
な
い
場
合
、
現
に
そ

の
読
み
方
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
・
銀
行
等
預
貯

金
通
帳
な
ど
の
写
し
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５ 

市
区
町
村
長
に
よ
る
振
り

仮
名
の
記
載
（
改
正
法
施
行

日
か
ら
１
年
後
） 

　

改
正
法
の
施
行
日
か
ら
１

年
以
内
（
５
月
26
日
か
ら
令

和
８
年
５
月
25
日
ま
で
）
に

届
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
市

区
町
村
長
に
よ
り
通
知
し
た

氏
や
名
の
振
り
仮
名
が
戸
籍

に
記
載
さ
れ
ま
す
。
記
載

後
、
１
回
に
限
り
家
庭
裁
判

所
の
許
可
な
く
氏
名
の
振
り

仮
名
の
変
更
の
届
出
が
で
き

ま
す
。

※
既
に
届
出
し
た
氏
や
名
の

　

振
り
仮
名
を
変
更
し
た
い

　

場
合
は
、
家
庭
裁
判
所
の

　

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
関
連
情
報　

制
度
の
詳
細

　

に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記

　

よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
ま
す

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
ま
す

問
合
せ

　

住
民
課
戸
籍
住
民
班 

　

☎
33-

７
７
０
４

　

令
和
７
年
５
月
26
日
に
改
正
戸
籍
法
が
施
行
さ
れ
、
戸
籍

の
記
載
事
項
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

千
葉
県
肥
料
価
格

千
葉
県
肥
料
価
格

　
　

高
騰
緊
急
支
援
事
業

　
　

高
騰
緊
急
支
援
事
業

　

肥
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
農
業
者
を
対
象
に
、
県
が

給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

給
付
額

　

上
限
額
10
万
円
（
肥
料
価

格
高
騰
額
の
１
／
２
以
内
）

申
請
期
限

　

８
月
15
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

　

千
葉
県
肥
料
価
格
高
騰
緊
急

　

支
援
事
務
局

　

☎
０
１
２
０
‐
９
７
５
‐
３
３
５

　

(

平
日
：
10
時
か
ら
19
時
ま
で)▲専用HP

▲町HP
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介
護
保
険
は
40
歳
以
上
の
方
が
納
め
て
い
る
保
険
料
が
大
切

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
、
安

心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
保
険
料
は
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

6565
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
中
旬
に
郵
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
中
旬
に
郵
送

保険料は納期内に納めましょう。保険料は納期内に納めましょう。

▲

利用したサービス費用をいったん全額
自己負担。その後、申請により保険給
付分が支払われます。

１年６か月以上滞納すると ･･･

サービス費用にかかる保険給付の一
部、または全部が一時的に差し止めら
れます。

２年以上滞納すると ･･･

利用負担が引き上げられたり、高額介
護サービス費が受けられなくなります。

▲

納
入
方
法

○
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
方

　

｢

令
和
７
年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
兼
特
別
徴
収
開
始

通
知
書
」（
は
が
き
）
を
郵
送
し
ま
す
。

○
納
入
通
知
書
に
よ
り
金
融
機
関
な
ど
で
納
付
さ
れ
る
方
と
口

　

座
振
替
の
方

　
「
令
和
７
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
」(

封
筒)

で
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
７
月
２
日
以
降
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方

　

65
歳
に
な
っ
た
月
（
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
）

の
翌
月
に
、
町
か
ら
「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
と
「
介
護
保

険
料
納
入
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
介
護
総
務
班

　

☎
33-

７
７
０
９

便
利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

　

口
座
振
替
は
、
納
期
限
日
に

自
動
的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま

す
の
で
、
納
付
書
で
支
払
い
を

す
る
手
間
が
省
け
ま
す
。

　

翌
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
書
に
印
字
さ
れ

た
「
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
」
を
利
用
し
て
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
納
付
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

保
険
税
の
税
率
な
ど

　

広
報
さ
か
え
４
月
号
で
ご
案

内
し
た
と
お
り
、
栄
町
で
は
将

来
的
な
「
保
険
税
水
準
の
統

一
」
を
見
据
え
、
県
が
算
定
す

る
標
準
保
険
税
率
に
近
づ
け
る

よ
う
、
今
年
度
か
ら
令
和
９
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
、
段
階
的

に
保
険
税
率
の
引
上
げ
を
行
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
金
額
が
多
い
世

帯
に
つ
い
て
は
課
税
限
度
額
を

引
き
上
げ
ま
し
た
。
介
護
分
が

課
税
さ
れ
る
世
帯
の
年
間
課
税

額
は
最
大
で
１
０
６
万
円
で
す
。

所
得
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
に
適
用

さ
れ
る
均
等
割
額
・
平
等
割
額

の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
世
帯
に

未
申
告
の
方
が
い
る
場
合
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

年
度
途
中
に
加
入
・
喪
失
し
た

場
合
の
保
険
税

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
り
、
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た

場
合
は
、
そ
の
日
か
ら
14
日
以

内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
基
づ
い
て
、「
保
険
税

変
更
通
知
書
」
を
送
付
し
ま

す
。
保
険
税
額
は
月
割
計
算
し

ま
す
。

「
資
格
確
認
書
」
ま
た
は
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送

り
し
ま
す

　

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
保

険
証
が
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保

険
証
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

の
方
に
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

お
持
ち
で
な
い
方
に
は
「
資
格

確
認
書
」(

有
効
期
限
８
月
１

日
か
ら
令
和
８
年
７
月
31
日
ま

で
、
え
ん
じ
色)

を
、
世
帯
主

宛
に
郵
送
し
ま
す
の
で
届
き
ま

し
た
ら
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
資
格
確
認
書
が
同
封

さ
れ
て
い
る
郵
便
に
つ
い
て
は

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

▲ 65 歳以上の方
　の介護保険料

介護保険料介護保険料 月額月額 年額年額

介護保険料基準額（第５段階） 4,300 円 51,600 円

※この基準額をもとに、所得に応じた負担になるように、
　13 段階の保険料に分かれます。

１年以上滞納すると ･･･

※
70
歳
到
達
の
方
、
後
期
高
齢

　

者
医
療
制
度
へ
移
行
の
方
、

　

在
留
期
間
の
あ
る
外
国
籍
の

　

方
は
、
有
効
期
限
が
異
な
り

　

ま
す
。

※

｢

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ｣

　

は
、70
歳
以
上
の
方
を
除
き
、

　

記
載
内
容
に
変
更
が
な
い
限

　

り
、
一
回
の
み
の
発
行
と
な

　

り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し

　

て
く
だ
さ
い
。

古
い
保
険
証
は

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証

(

資
格
確
認
書)

は
、
ご
自
身

で
裁
断
の
う
え
、
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

住
民
課
国
保
年
金
班

　
　
　
　

☎
33-

７
７
０
６

成
田
税
務
署
か
ら
の

成
田
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

成
田
税
務
署
の
セ
ン
タ
ー

化
に
伴
い
、
７
月
10
日
以
降

に
確
定
申
告
書
な
ど
を
書
面

で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
左

記
の
業
務
セ
ン
タ
ー
に
ご
送

付
く
だ
さ
い
。

送
付
先

　

東
京
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

　

千
葉
西
分
室

　

２
６
２-

８
５
０
７

　

千
葉
県
千
葉
市
花
見
川
区

　

武
石
町
１
丁
目
５
２
０
番
地

問
合
せ　

成
田
税
務
署

　
　
　
　

☎
28-

５
１
５
１

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
郵
送

７
月
中
旬
に
郵
送

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

い
る
世
帯
に
は
、
世
帯
主
あ
て

に
「
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る

方
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
の
方
は
年

金
か
ら
天
引
き
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵
送

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵
送
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次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
特

別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
と
な

り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
確
認

書
が
届
い
た
ら
ご
確
認
を
！

国
民
年
金
保
険
料
の
退
職
に
よ
る
「
特
例
免
除
」

国
民
年
金
保
険
料
の
退
職
に
よ
る
「
特
例
免
除
」

定
額
保
険
料

　

令
和
７
年
度
の
月
額
保
険
料

は
１
７
，
５
１
０
円
で
す
。

特
例
免
除

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
は
、
申
請
に
よ
っ
て
納

付
を
免
除
さ
れ
る
「
特
例
免
除
」

が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
は
、
退
職
し
た
月

の
前
月
か
ら
翌
々
年
の
６
月
ま

で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
世
帯
主
、
配
偶

者
に
基
準
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
で
き
る
期
間

　

７
月
分
か
ら
翌
年
６
月
分
ま

で
で
す
。
過
去
の
保
険
料
免
除

期
間
に
つ
い
て
は
、
申
請
日
よ

り
、
原
則
２
年
１
か
月
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

　

ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格

　

者
証
な
ど

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

　

は
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番

　

号
の
わ
か
る
も
の
（
納
付
書

　

な
ど
）

被
扶
養
者
の
方

　

配
偶
者
の
退
職
に
よ
り
国
民

年
金
（
第
１
号
）
被
保
険
者
と

な
っ
た
方
も
、
特
例
免
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

免
除
が
認
め
ら
れ
る
と

　

免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が

減
額
と
な
り
ま
す
。
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
「
追
納
」
に
よ
り
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
額
を
、
定
額
納

付
と
同
等
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
承
認
後
３
年
目
以
降
は
、

当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ

き
ま
す
の
で
、
早
め
の
「
追
納
」

を
お
す
す
め
し
ま
す
。）

問
合
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
33-

７
７
０
６

　

日
本
年
金
機
構
船
橋
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
７-

４
２
４-

８
８
１
１

　

20
歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
方
が
退
職
し
た
り
、
配
偶
者
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
国
民
年
金
（
第
１
号
）
加
入

の
届
出
が
必
要
で
す
。（
退
職
翌
日
に
転
職
し
、
厚
生
年
金
に

再
加
入
す
る
場
合
を
除
く
。）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
郵
送

７
月
中
旬
に
郵
送

　

特
別
徴
収
の
対
象
年
金
額
が

18
万
円
以
上
で
、
介
護
保
険
料

と
の
合
計
額
が
、
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
方
。

※
特
別
徴
収
を
停
止
し
、
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
を
希
望
す
る

場
合
は
金
融
機
関
と
住
民
課

（
２
番
窓
口
）
へ
の
申
込
み
が

必
要
で
す
。
７
月
31
日
㈭
ま
で

に
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
、

10
月
か
ら
口
座
振
替
に
な
り

ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高

　

齢
者
医
療
制
度
に
変
わ
っ
た

　

場
合
、
口
座
振
替
は
自
動
的

　

に
は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
口
座
振
替
の
申
込
み

　

が
必
要
で
す
。

　

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
保

険
証
が
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保

　

加
入
者
ご
と
に
計
算
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
令
和
６
年
中
の
総
所
得
金
額
や
世
帯
の
所
得
状
況

な
ど
を
基
に
計
算
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
算
出
方
法
な
ど
は
、

通
知
書
や
同
封
す
る
チ
ラ
シ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

険
証
に
移
行
し
て
い
ま
す
が
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

の
方
に
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
年
度
は

全
員
に
資
格
確
認
書
を
送
付
し

ま
す
。

　

有
効
期
限
が
８
月
１
日
か
ら

令
和
８
年
７
月
31
日
ま
で
の
資

格
確
認
書
（
あ
い
色)
を
７
月

中
旬
に
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
減
額
認
定
証
は
マ
イ

ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書

と
一
体
化
し
た
の
で
、
単
独
で

は
交
付
し
ま
せ
ん
。

古
い
保
険
証
は

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
資

格
確
認
書
）
お
よ
び
減
額
認
定

証(

該
当
者
の
み)

の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
㈭
で
す
。
有
効

期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
お
よ
び

減
額
認
定
証
は
、
ご
自
身
で
裁

断
の
う
え
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
33-

７
７
０
６

　

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
資
格
保
険
料
課

　

☎
０
４
３-

３
０
８-

６
７
６
８

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

簡
単
・
お
得

簡
単
・
お
得

～
証
明
書
が
コ
ン
ビ
ニ
で

　
　
　
　

取
得
で
き
ま
す
～

取
得
で
き
る
証
明
書

　

〇
住
民
票
の
写
し

　

〇
印
鑑
登
録
証
明
書

　

〇
課
税
証
明
書

　

〇
非
課
税
証
明
書

　

〇
所
得
証
明
書

　

各
１
通
２
０
０
円

※
窓
口
よ
り
１
０
０
円
お
得

　

で
す
。

利
用
で
き
る
時
間

　

６
時
30
分
か
ら
23
時

※
年
末
年
始
・
メ
ン
テ
ナ
ン

　

ス
日
除
く

利
用
で
き
る
店
舗

　

〇
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

　

〇
ロ
ー
ソ
ン

　

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　

〇
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ　

ほ
か

必
要
な
も
の

　

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問
合
せ　

　

住
民
課
戸
籍
住
民
班

　

☎
33-

７
７
０
４　

　

税
務
課
住
民
税
班　
　
　

　

☎
33-

７
７
０
３
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屋
外
に
放
置
さ
れ
所
有
者
が

不
明
と
な
っ
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器

や
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
容
器
に
よ
る
、
転
倒
事

故
や
漏
え
い
な
ど
の
災
害
事
故

の
防
止
と
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
を

利
用
し
た
犯
罪
を
防
止
す
る
た

め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
を
回
収
し

ま
す
。

　

回
収
の
対
象
や
回
収
方
法
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
千
葉

県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

対
象　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器

（
２
㎏
・
５
㎏
・
10
㎏
等
）

※
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
キ
ャ
ン

　

プ
用
の
Ｏ
Ｄ
缶
な
ど
は
対
象

　

外
で
す
。

期
間

　

７
月
１
日
㈫
か
ら
９
月
１
日
㈪

　

※
土
日
祝
日
を
除
く

　

10
時
か
ら
16
時

料
金　

無
料

問
合
せ

（
公
社
）
千
葉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

　

☎
０
４
３-

２
４
６-

１
７
２
５

　

ま
た
は

　

☎
０
１
２
０-

１
２
２-

１
２
８

「
放
置
な
ど
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容

「
放
置
な
ど
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容

器
撲
滅
運
動
」
を
実
施

器
撲
滅
運
動
」
を
実
施

～
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　

か
ぶ
る
あ
な
た
は

　
　
　
　
　
　

か
っ
こ
い
い
～

　

夏
休
み
を
迎
え
る
こ
の
時
期

は
、
行
楽
客
な
ど
に
よ
る
交
通

量
・
交
通
流
の
変
化
や
、
暑
さ

に
よ
る
集
中
力
の
低
下
な
ど
か

ら
、
重
大
交
通
事
故
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
交
通
安
全
教
育
や

広
報
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
一

人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守

し
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
し
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内
全
域

で｢

夏
の
交
通
安
全
運
動｣

が
実

施
さ
れ
ま
す
。　

運
動
重
点

①
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

　

交
通
ル
ー
ル
遵
守

②
飲
酒
運
転
の
根
絶
～
飲
酒
運

　

転
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
～

③
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
安
全

　

運
転
の
励
行

令
和
６
年
中
の
交
通
事
故
発
生
状
況

○
千
葉
県
内

・
発
生
件
数
１
２
，
５
８
７
件

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
９
７
７
件
）

・
死
者
数
１
３
１
人

（
前
年
比
プ
ラ
ス
４
人
）

・
負
傷
者
数
１
４
，
９
６
３
人

夏
の
交
通
安
全
運
動
！

夏
の
交
通
安
全
運
動
！

７
月
７
月
1010
日
㈭
日
㈭
か
ら
か
ら
1919
日
㈯
日
㈯
　

う
ち
重
傷
者
数
１
，
４
７
２
人

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
１
０
４
人
）

【
死
者
数
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
】

○
栄
町
内

・
発
生
件
数
19
件

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
１
件
）

・
死
者
数
０
人

（
前
年
比
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
０
人
）

・
負
傷
者
数
19
人

　

う
ち
重
傷
者
数
３
人

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
１
人
）

本
年
の
交
通
事
故
状
況

　

千
葉
県
内
の
交
通
事
故
件
数

は
、
本
年
５
月
20
日
現
在
で
、

・
発
生
件
数
４
，
６
４
１
件

（
前
年
比
プ
ラ
ス
26
件
）

・
死
者
数
47
人

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
９
人)

　

昨
年
、
町
内
の
交
通
事
故
発

生
件
数
は
、
人
口
一
万
人
当
た

り
に
す
る
と
、
県
内
54
市
町
村

の
中
で
、
一
番
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
交
通

事
故
の
当
事
者
に
な
ら
な
い
よ

う
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ

　

成
田
警
察
署

　

☎
27-

０
１
１
０

　

印
西
警
察
署

　

☎
42-

０
１
１
０

　

く
ら
し
安
全
課

　

☎
33-

７
７
１
０

　

水
稲
の
病
害
虫
（
イ
モ
チ

病
・
紋
枯
病
・
カ
メ
ム
シ
類
）

の
防
除
の
た
め
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布

を
行
い
ま
す
。

日　

時　

７
月
23
日
㈬

　
　
　
　
（
予
備
日
24
日
㈭
）　

　
　
　
　

５
時
か
ら
15
時
頃

※
天
候
状
況
で
順
延
に
な
る
場   

　

合
が
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

①
安
全
性
の
高
い
薬
剤
を
使
用

　

し
て
い
ま
す
が
、
散
布
中
は

　

水
田
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。
ま
た
、
万
が
一
、

　

薬
剤
が
か
か
っ
た
と
き
は
、

　

う
が
い
や
水
で
洗
い
落
と
し

　

て
く
だ
さ
い
。

②
水
田
に
近
い
住
民
の
方
は
、

　

窓
を
閉
め
洗
濯
物
や
ペ
ッ
ト

　

な
ど
を
室
内
に
入
れ
て
く
だ

　

さ
い
。

③
散
布
直
後
は
、
水
田
で
の
作
業

　

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　

薬
剤
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

散
布
後
７
日
間
は
水
田
の
止
水

　

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

④
出
穂
期
前
後
の
草
刈
り
は
、

　

カ
メ
ム
シ
類
を
水
田
の
ほ
場

　

の
中
に
追
い
込
ん
で
し
ま
い

　

ま
す
。
畦
畔
の
雑
草
は
出
穂

　

２
週
間
前
ま
で
に
刈
り
取
り

　

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

　

栄
町
植
物
防
疫
協
会
事
務
局

　
（
経
済
環
境
課
農
政
班
）

　
　

☎
33-
７
７
１
３

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
水
稲
病
害
虫
防
除

に
よ
る
水
稲
病
害
虫
防
除

農
地
の
適
正
な
管
理
の

農
地
の
適
正
な
管
理
の

　
　
　
　
　
　
　

お
願
い

　
　
　
　
　
　
　

お
願
い 

　

農
地
や
畦
・
休
耕
地
に
雑
草

な
ど
が
繁
茂
し
て
い
る
と
不
法

投
棄
の
増
加
や
病
害
虫
の
発
生

な
ど
に
よ
り
、
近
隣
農
産
物
へ

の
被
害
や
近
隣
住
民
へ
の
悪
影

響
が
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
周
囲
の
土
地
所
有
者

な
ど
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　

除
草
・
耕
運
な
ど
を
実
施

し
、
適
正
な
維
持
・
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

農
業
委
員
会

　
　

☎
33-

７
７
１
３

違
反
転
用
と
は

　

農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

農
地
は
無
断
で
転
用
で
き
ま

せ
ん
。
市
街
化
区
域
内
で
は
届

出
、
そ
の
他
の
区
域
で
は
許
可

が
必
要
で
す
。

　

農
地
の
所
有
者
を
含
め
て
違

反
転
用
者
に
は
厳
し
い
措
置
が

取
ら
れ
ま
す
。

農
地
法
の
罰
則

　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金(

法

人
は
１
億
円
以
下
の
罰
金)

問
合
せ　

　

農
業
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

☎
33-

７
７
１
３

農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

違
反
転
用
を
発
見
し
た
ら

違
反
転
用
を
発
見
し
た
ら

農
業
委
員
会
へ

農
業
委
員
会
へ
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３
月
３
月
1616
日
㈰
は

日
㈰
は

　
　
　
　
　
　
　

千
葉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

　
　
　
　
　
　
　

千
葉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

　　

今
期
の
「
栄
町
健
康
づ
く
り
推
進
員
」

今
期
の
「
栄
町
健
康
づ
く
り
推
進
員
」

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
（
平
成
19
年
７
月
21
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
令
和

７
年
４
月
２
日
以
前
か
ら
栄
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
）

　

入
場
整
理
券
は
、
世
帯
ご
と

に
封
書
形
式
で
郵
送
し
ま
す
。

　

１
枚
の
封
書
内
に
同
一
世
帯

で
最
大
６
人
分
の
入
場
整
理
券

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て

い
る
入
場
整
理
券
を
切
り
離
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紛
失
し
た
場
合
や
、

郵
便
事
情
な
ど
で
届
か
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
今
後
の
国
政
の
方
向
を
決
定
す
る
う
え
で
重
要

な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
の
ル
ー
ル
を
守
り
貴
重
な
一
票
を
大
切
に
し
、
進
ん
で
投

票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
14
日
以
降
に
町
内
で
転

居
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

第
１　

安
食
小
学
校
体
育
館　

　
（
安
食
３
０
５
番
地
）

第
２　

町
民
北
辺
田
体
育
館　

　
（
北
辺
田
２
１
２
番
地
）

第
３　

町
民
酒
直
体
育
館

　
（
龍
角
寺
33
番
地
）

第
４　

布
鎌
小
学
校
体
育
館　

　
（
請
方
１
５
７
番
地
）

第
５　

和
田
集
会
所

　
（
和
田
３
３
３
番
地
）

第
６　

安
食
台
小
学
校
体
育
館

　
（
安
食
台
４
丁
目
34
番
１
号
）

第
７　

栄
町
役
場
５
階
第
２
会

　

議
室　

　
（
安
食
台
１
丁
目
２
番
）

第
８　

竜
角
寺
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
ホ
ー
ル

　
（
竜
角
寺
台
３
丁
目
27
番
１

　

号
）

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
に
は
「
宣
誓

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

入
場
整
理
券
の
裏
面
の
「
宣

誓
書
」
を
事
前
に
記
入
の
上
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

期
間　

７
月
４
日
㈮
か
ら
19
日
㈯

時
間　

８
時
30
分
か
ら
20
時

場
所　

役
場
５
階
第
２
会
議
室

　

不
在
者
投
票
施
設
と
し
て
指

定
さ
れ
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

に
入
院
（
入
所
）
中
の
方
は
、

施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
な
ど
で
町
外
に

滞
在
中
の
方
は
、
滞
在
先
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
一
定
要

件
に
該
当
す
る
方
や
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
の
区
分
が
要
介

護
５
の
方
は
、
郵
便
な
ど
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
利
用
で
き
ま

す
。

　

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に

申
請
し
、
証
明
書
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
で
の
係
員
と
の
意
思

疎
通
や
投
票
の
方
法
に
不
安
の

あ
る
方
な
ど
が
、
投
票
手
続
き

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、

投
票
支
援
カ
ー
ド
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
お
よ
び
投

票
用
紙
記
入
補
助
具
を
導
入
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

４
月
３
日
以
降
に
他
市
区
町

村
か
ら
転
入
し
た
方
で
、
転
入

前
の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
転

入
前
の
市
区
町
村
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
経
歴
や
政
見
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
新
聞

折
込
み
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
、
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
さ
か
え
、
安
食
台
１
・
５
・

６
丁
目
集
会
所
お
よ
び
竜
角
寺

投
票
日

投
票
日

　
　

７
月

　
　

７
月
2020
日
㈰
日
㈰

投
票
時
間

投
票
時
間

　
　

７
時
か
ら

　
　

７
時
か
ら
2020
時
ま
で

時
ま
で

投
票
で
き
る
方

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
方
は

期
日
前
投
票
を

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票

入
場
整
理
券
の
郵
送

投
票
所
に
お
け
る
投
票
支
援

投
票
所

台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
も

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

７
月
20
日
㈰

　
　
　

20
時
50
分
か
ら

場
所　

安
食
小
学
校
体
育
館

　

１
７
，
１
８
８
人

（
６
月
１
日
現
在
・
定
時
登
録
）

問
合
せ　

　

町
選
挙
管
理
委
員
会　

　

☎
95-

１
１
１
１

選
挙
公
報

開　

票

栄
町
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

町
内
転
居
さ
れ
た
方
の
投
票

他
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て

き
た
方
の
投
票

▲町HP
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く
ら
し
の
便
ར
ா
ス
ポ
ン
サ
ー
ื
ू

く
ら
し
の
便
ར
ா
ス
ポ
ン
サ
ー
ื
ू

　
　
　
　
　
　
　
　

～
地
Ҭ
事
業
所
の
օ
さ
ま
へ
～

　
　
　
　
　
　
　
　

～
地
Ҭ
事
業
所
の
օ
さ
ま
へ
～

　

町
で
は
、
役
場
で
の
各
छ

手
続
き
な
ど
に
関
す
る
行
政

情
報
、
؍
ޫ
や
医
療
に
関
す

る
地
域
情
報
な
ど
、
住
民
の

皆
さ
ま
の

ら
し
に
役
立
つ

情
報
を
掲
載
し
た｢

さ
か
え
ま

ち
く
ら
し
の
便
利
帳｣

を
作

成
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
効
率
的

か
つ
効
Ռ
的
な
情
報
提
ڙ
を

実
現
す
る
た
め
、
民
間
事
業

者
と
の

民
協
ಇ
事
業
（
発

行
・

म
：
᷂
サ
イ
ω
ッ
Ϋ

ス
）
と
し
て
取
り
組
Ή
も
の

で
、
地
域
事
業
所
さ
ま
の
ご

※දࢴはΠϝʔδです。

ɹؒظूืࠂ
ྩ̓年̔月ʙ̕月まͰ

協
力
に
よ
る
広
告
掲
載
අ
用

に
よ
り
作
成
し
、
保
ଘ
൛
と

し
て
町
内
の
全
世
帯
へ
無
料

配
布
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
事
業
所
さ
ま
に
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
本

事
業
の
झ
ࢫ
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
広
告
ื
集
の
ґ
པ
が
あ
っ

た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
班

　

☎
33-

７
７
７
３

　

᷂
サ
イ
ω
ッ
Ϋ
ス
成
田
支
ళ

　

☎
23-

６
１
４
０

αϚーコンαーταϚーコンαーτ
　栄町ਧ楽ஂドラムウィンドアンサンϒル
によるཾເサマーコンサートが開催されます。
　みんなが知ってるあのԻ楽で、体を動かし
ながら楽しもう！

日　時　̓月 26 日
　　　　開場　13 時
　　　　開ԋ　13 時 30 分
会　場　;れあいプラβさかえ文化ホール
ೖ場料　無料（全੮自༝）
主　࠵　栄町教育委員会
出　ԋ　栄町ਧ楽ஂドラムウィンド
　　　　アンサンϒル
問合せ　生֔学習課社会教育班　
　　　　☎ 95-1112

ୈ̑ճཾເୈ̑ճཾເ
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;れプラਤॻ室からのごҊ内
։室時間　̕時から 17 時まで
問  合  せ　;れプラਤॻ室　　
　　　　　　　　　　　☎ 33-33�5

Bookmarks
ʰお୳しຊはਤॻࣨまͰʱ ▲図ॻ室

のྗになるこの時ݩ葉がҟ次ݴ
。不ྙをใじられ̨̨̣でᨱ
中ইを受けたおসいܳ人・ఱಐは
をબΜだ。一方όϒϧ期の՚やࢮ
かなりしܳ能քをۦけൈけたՎ
ඣ・Ԟాඒ月はिࢽץのσλϥϝ
にགྷらされ、࢟を消す。൴らが
にしたઈとはʜ。

少なくともेޒ人をࡴࢂしたઆ
のࡴ人َ、ϑδί。൴ঁの「ेϲ
」௨りにすれ୭もが成ޭし
せになれるという。そのڭえに従
った࿈ଓࡴ人がىきているのでは
ないかとӟをࣖにした出൛ࣾۈ務
のถҪはかつてࡴ人َϑδίの事
݅をっていたʜ。

σϏϡʔ 25 प年にଃる、「せ」
なฤूʂ【ύζϧʳみを๊え
た「」はϚονϯάΞϓϦでし
か出ձえない「名୳ఁ」にґཔす
る。【やͿόʔχϯάʳ出ՙし
たにか͙やඣがࠞೖʂʁ ઋ
ࣣ༦まつりでେࡧが࢝まったʂ
શ５収

གྷりͭかれて
Ԙా࢜ʗஶ　จय़ळ

ϑδコのेϲ
ਅས子ʗஶ　ಙ間ॻళ

ύズルとఱ気
ҏࡔଠʗஶ　̥̝̥ڀݚ所

ץ月の新ࠓ

Նٳみظ間中、খ学６年生までのࣇಐを対象に下記のイベントやコーナーを企画しています。

ʰՆٳΈΠϕンτ։࠵！ॵいՆはਤॻࣨでΫーϧシΣΞしよう̇ʱ

●「;れプラਤॻ室スタンプラリー」日程ɿ開̓࢝月 19 日～
　１日１回、ਤॻ室で本をआりるとスタンプを１つԡします。スタンプを６つ集めると手作
　りのʠがちΌがちΌʡが回せます。（なくなり次第ऴ了）
●「アンパンマンと間たち！！」　日程ɿՆٳみظ間中のຖि土日限定
　ਤॻ室のアンパンマンたちをみつけたらプレθントを差し上げます。
●॓題お助けコーナーやಡॻ感想文におすすめの本もઃஔしています！
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▲ドラムのཬ HP

̓日 、14 日 、
22 日 、2� 日 

日ؗٳ月ͷࠓ

　８月̎日・３日 のゆかたまつりに向けてドラムのཬコスプレのؗでは、浴ҥまつり直前
イベントとして、無料浴ҥண付け体験会を開催します。体験に参加された方には特యとしてண
をリメイクして作ったシュシュまたはۊணをプレθントします。

日　時　̓月５日・６日 
前の部　10ޕ　　　　 時から 12 時まで
後の部　１時から３時までޕ　　　　
　　　　※各１時間程度
会　場　コスプレのؗ̎'
ҥ室ߋ　　　　
参加අ　無料
対象者　どなたでも
人　数　ޕ前・ޕ後のいずれもઌண 10 名まで
申込み　̓月̐日 までにి話にて

自分で浴衣を着てみよう！手ぶらで無料浴衣着付け体験

日　時　８月̎日・３日 
　　　　12 時から
�������������19 時 30 分まで
会　場　ドラムのཬ
ʓゆかた全サイζが 1,000 円
※町民は半額
ʓコスプレのؗご利用者を対象
���にϋζレなしのくじ引き大会
ʓ人気のキッチンΧーの出店
ʓ下૯栄ଠޑのԋ会（３日）など
は広報さかえ８月߸およびホームϖージでࡉৄ※
　お知らせします。　　

　５月 21 日にҹᏞࢢ܊土地改ྑ協会より、ลాޱ土地
改ྑ区のࢳ川๕༤さんに表জ状がଃఄされました。
　多年にわたり土地改ྑ事業の推進にਚ力した功績に対し表
জされたものです。
　おめでとうご͟います。

߹ͤ　経ڥࡁ課政班　
　　　　☎ 33-7713

地վྑޭ࿑者にදজঢ়

Ώかたまͭり

龍の産直館情報龍の産直館情報
【Τンδϣイサマー 2025】˕։࠵日̓月 26 日・27 日 
ʙಛച情報ʙ
　いろいろ野ࡊ �� 円ۉ一、ବ՛子つかみ取り１回 200 円、お・ԘমきҶ・
ᰤ子・Χレー̎割引き、とうもろこし・フルーツ・Ն野ࡊをおങいಘՁ֨でご提供
օ様のごདྷ店心よりおちしております。

ʙݶ定出ళʙ̓月 27 日 
・মきそば、ドリンク店಄ൢച

川 ๕༤さんࢳ：ࠨ▲
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/&95�(*(" 事ۀਪਐࢧԉ員をҕしましͨ！
　教育委員会では、子どもたちのデジタル教育推進のた
め、５月 19 日に株式会社 101&3( ポパー ) と「地域活
性化ى業人（企業ݣ型）ݣに関する協定ॻ」をక݁し、
６月１日付けで、同社の新ా安߂さんを「N&95�(*(" 事
業推進支援員」として委嘱しました。
　民間企業のϊウϋウやઐ的知見を生かして、教育ڥ
のデジタル化などの支援にご協力いただきます。

問合せ　教育課૯班　☎ 33-7716

にैҐࢯീా↗ত　ނ
　元学ࣃߍՊ医のീా↗তࢯ（令和̓年１月 19 日ࢮ去・ڗ年 96 に、内ֳ૯理大ਉより従（ࡀ
位がঀ位としてଃられました。
　ീా↗ࢯは、ত和 29 年からچลాখ学ߍおよびچञ直খ学ߍの学ࣃߍՊ医をめ 56 年の
長きにわたり、ࣇಐの健康管理に積極的に取り組まれました。ࣃՊ保健指ಋには学ߍと家ఉの協
力が極めてॏ要であるとして、学ߍと協力し保護者に対し講話を行うなど、生֔にわたりߢޱ衛
生のॏ要性をઆきࣃՊ健康教育の一の推進のためごਚ力されました。
　ここに生前の功績をたたえ、ご້をおفりいたします。

問合せ　教育課学指ಋ班　☎ 33-7716

ΈͲりのѪޭޢ࿑者ࠃަ௨େਉදজを受
　６月̓日に松戸ࢢ森のホール 21 で開催された第 36 回
「みどりの愛護」功労者国土交通大ਉ表জ式において、「
クڥಐ公Ԃ緑Ֆࣇݪඒ化サポート隊」（ञ直台）・「前ڥ
ラϒ」（ཽ֯ࣉ台）・「༇շな間」（ञ直台）のஂࡾ体が、
長きにわたる緑化推進活動の功績が認められ、みどりの愛
護功労者国土交通大ਉ表জを受賞しました。
　おめでとうご͟います。

問合せ　ࢢ建ઃ課施ઃ管理班　☎ 33-7711

εϙーπޭ࿑者等をදজ！
　５月 17 日に行われた栄町スポーツ協会૯会において、長年のٕڝ活動や指ಋ者としての功績
があった方々やࡢ年のࢢ܊民スポーツ大会で好成績をऩめたஂ体の表জが行われました。
　おめでとうご͟います。

ʓಛผスポーπޭ࿑者表জ
ਿ本　ֆさん（バレーボール）
土Ҫ　ರ子さん（バレーボール）

ʓスポーπޭ࿑者表জ
海ݪ　康代さん（バレーボール）
Ӭ　ѥ希さん（バレーボール）ٶ

˓༏लஂ体表জ
栄町ٿ࿈ໍ
（第 75 回ҹᏞࢢ܊スポーツ大会男子༏উ）
問合せ　生֔学習課スポーツৼڵ班　☎ 95-1112

、Ӭさん、土Ҫさんٶからࠨ▲
　ւ原さん、ਿຊさん

・「ΫラϒڥಐެԂՖࣇલ原」からࠨ▲
の「༇շな間」・「ඒԽサポートୂڥ」
代表の方ʑ
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υϥムࣗવָߍ�։ࣜߍɺാ࡞ମ験

　６月８日に開ߍ式、ാ作体験（さつまいものබ২え）を行
いました。それぞれ、社会教育委員、੨গ年相談員の方々
が中心となって実施し、参加した子どもたちからは、「普段
食べているさつまいもの作り方がわかってษ強になりまし
た。」などのが上がっていました。

問合せ　生֔学習課社会教育班　
　　　　☎ 95-1112

　５月 23 日に栄中学̎ߍ年生 109 名を対象とした避難所
運営ゲーム（)6( ࿅は、災害時܇。࿅）を実施しました܇
に中学生が避難所運営に参画できるよう「共助」の意識を育
むことを目的としています。避難者の年齢、性ผ、国੶をは
じめ、避難所でىこるさま͟まな出དྷ事が示された݅Χー
ドに対応しながら避難所運営のシュミレーシϣンゲームを行
いました。生ెたちは、さま͟まなアイディアを出し合いな
がら協力して取り組んでいました。

߹ͤ　教育課学指ಋ班
　　　　☎ 33-7716

ӫதֶߍආॴӡӦήーム（)6( ࿅）をମ験܇

　５月 27 日に安食খ学５ߍ年生 42 名と特ผ支援学ڃ 2�
名のࣇಐがバέツを使ったҴ作「バέツҴ」にઓしました。
　この体験学習を通じて、食材を生࢈することの大切さを知
り、食べを大切にする心を育てるために学ߍが企画しまし
た。
　日は地域で業を営むঁ性業グループ「ඣ
-.FOPV-」のօさんをゲストティーチϟーとしておটきし、
県࢈ถの「ཻすけ」のබを২え、ळのऩ֭にむけて、水やり
などを行いながら成長を見守ります。

߹ͤ　教育課学指ಋ班
　　　　☎ 33-7716

「όέπҴ」にઓ！

͔͑͞Φーϓンΰϧフ։࠵

　５月 23 日に成ాヒルζΧントリークラϒにおいて 55 名が
参加し開催されました。
　日はఱީにもܙまれ、いプレーが܁り広げられました。
　૯合の部では、安食在住の大ᖒஐさんが、レディースの部で
は、同じく安食在住の大ᖒྱ子さんが見事༏উされました。
　なお、次の各企業様から協ࢍをいただきましたこと、厚くޚ
ྱ申し上げます。
・日本食研ホールディングス株式会社
・株式会社ナリタヤ
・株式会社アドバンスフーζ
・成ాヒルζΧントリークラϒ株式会社

問合せ　生֔学習課スポーツৼڵ班
　　　　☎ 95-1112

▲ӈ：૯合の෦༏উ େᖒ ஐさん
レσィースの෦༏উ：ࠨ　
　　　େᖒ ྱ子さん
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問合せ　健康介護課健康推進班�☎ 33-770�

　 ࡊͰ݂Λ͑·͠ΐ͏
ʮΦΫϥͱΈΐ͏͕ͷԘࠛ͑ʯ

●材料　̎人分　オクラ５本　みょうが１個　
　大葉̎ຕ　Ԙࠛ̐H　おろし生ᇙখさじ１ʗ̎
　めんつゆ（̎ഒೱॖ）খさじ１
●作り方
①オクラにԘ（分ྔ外）をৼり、൘ずりをして流水でચう。ϔタのઌを
　切りམとしてガクをむく。ࡼに入れて;んわりとラップをし、レン
　ジで 600 ͆ 40 ඵ加する。
②①のオクラをখޱ切りにする。みょうがと大葉を千切りにする
③ボウルに②、Ԙࠛ、おろし生ᇙ、めんつゆを加えて和える。

１人分ΤωルΪーɿ15kDBM　食Ԙɿ0�6H
●৯ણҡには৯後の݂の上ঢを؇かにするಇきがります。ප
　を予防するために、৯ણҡがଟくؚまれるࡊ、ւ、きのこྨを
　ຖ日とるよう৺ֻ͚ましょう。

݂が気になるํ

＜݂・HC"1D の定ج४ʼ　
定 ۭෲ時݂（NH�EM） HC"1D(�) ※

正常 100未満 5�6 未満

要保健指ಋ 100以上 126未満 5�6 以上 6�5 未満

要࣏療 126以上 6�5 以上

※ HC"1D：৯ࣄ運動などのӨڹを受͚ない
　ա１ڈʙ２か月の݂のฏۉ

②１日３৯、主৯・主ࡊ・෭ࡊをଗえて৯べましょう。

　පとは、݂を調するインスリンの
働きがѱくなることで݂が上昇してしま
うප気です。高݂状態が続くと、݂管がই
つき、動຺ߗ化が進行してしまいます。さら
にॏ症化するとਆ経障害やບ症などのਂࠁ
な合併障害を発症する可能性があります。ॏ
大なප気から身を守るためにも、普段の食事
を見直してみましょう。

①దਖ਼なΤネルΪーྔの৯ࣄをとりましょう。
　食べ過ぎに意して、体ॏをコントロール
しましょう。

ᶉҿみは水かおにしましょう。
　ਗ਼ྋҿ料水には質が多く含まれている
ため、ҿみすぎに意が必要です。

③৯ણҡをしっかりとりましょう。
　食ણҡは食後の݂上昇をえる働
きがあります。
＜৯ણҡをଟくؚΉ৯ʼ
��野ࡊ　　　��海　　　��きのこ

ᶆࡊ、ւ、きのこからઌに৯べましょう。
　食べるॱ൪を工することで、݂の急激
な上昇をえます。

ᶇよくטんで৯べましょう。
　よくטみ、早食いを防止しましょう。早食
いはං満のݪҼや݂上昇に繋がります。

ᶈおͭՌのとりա͗に意しましょう。
おやつの目安ྔ　ʜ　1 日 200kDBM まで
Ռの目安ྔ　ʜ　（例）バナナ１本、
������������������������������������もしくはみかん̎個

せ ඪ४ ංຬ

#.* 1��4 以下 1��5 ～ 24�9 25 以上

#.* ＝体ॏ（LH）ʸ長（N）ʸ長（̼）
පを予防する৯生活ポイントපを予防する৯生活ポイント

෭１ࡊ

主ࡊ

෭̎ࡊ

主食
ご൧
パン　
໙類　

野ࡊ
海

きのこ類

・ڕ　
ཛ　

大豆品
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߹ͤ
こども家ఉηンター　☎ 37-71�5
（;れあいプラβさかえ内１階）
։ઃ時間　̕時から 17 時 15 分まで

今月のؗٳ日

６日 ・̓日 ・13 日 
14 日 ・20 日 ～ 22 日 

27 日 ・2� 日 

            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問合せ　こども家ఉηンター　　�☎ 37-71�5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�������健康介護課健康推進班     ☎ 33-770�

健康イϯフΥϝʔγϣϯ

※受付時間は予制となっておりますので、健の個ผ通知をご確認ください。

健　　໊ 月　日 会　場 問合せ 対　象　者 内　༰
はみがきレッスン
※事前申込制

̓月３日㈭ キッζランド

健康介護課
健康推進班

町内在住の方 おޱの健康チェック・相談

はみがき教室 ̓月 17日㈭
;れあいプラβさかえ
３階Ի楽室①

令和６年̕月 �10 月
生まれの子

の話ࣃ � 乳食など � 身体計
測 �各छ相談

乳食教室 ̓月 1�日 
令和̓年１月 �̎月
生まれの子

身体測定 �乳食の進め方など

マタニティクラス
※事前申込制

̓月 19日
;れあいプラβさかえ
３階ࢹௌ֮室

こども家ఉ
ηンター

֓Ͷ৷
５か月～８か月の්

とその家族
ᔓ浴体験など

健康ࠪࣇ６か月ࡀ１

̓月 24日㈭
;れあいプラβさかえ
３階大会ٞ室

令和５年 12月 � 令和
６年１月生まれの子 内Պ・ࣃՊ � 身体測定 �

保健・栄養・ࣃՊ相談
健康ࠪࣇࡀ３

令和̐年１月 �̎月生
まれの子

い時間帯の外活動を避͚るڧ外線のࢵ●
外線は、一日の内で早ேや༦方がऑく、10ࢵ　 時～ 14 時の時間帯が強いです。
屋外活動はなるべくࢵ外線のऑい時間帯に行い、強い時間帯にはࢵ外線対策をしましょう。

●日ӄ、子、でࢵ外線をカット
　日ӄは日向よりࢵ外線が 50ˋにݮります。
　子のつばが̓ᶲあると、ࢵ外線を６割Χットできます。ࣣ分କやۗ付きなど、身体を
෴う部分が多いほどࢵ外線からഽを守れます。
※中症リスクの高い、中症警戒アラートの発令されている日などは、屋外の活動自体を�
　避けて下さい。

●ೕࣇ期（０ʙ１ࡀ）
　ベビーΧーの日よけ、幅広のつば付き子、ҥ類などで理的なࢵ外線防ޚをしましょう。
※日মけ止めの使用は、生後３～̐か月以降がྑいとされています。

●༮ࣇ期（１ࡀʙ）
　子をݏがったり、ॵがってউ手にをいだりする子の場合も、
いฉかせていくことが大事です。同時に日মけ止めを使うݴりฦし܁
こともお勧めです。

●日ম͚ࢭめにͭいて
　日মけ止めの防止ޮՌの指ඪには S1'（67#ʤ中長ࢵ外線ʥに対する防ޮޚՌ）と、
1"（67"ʤ長長ࢵ外線ʥに対する防ޮޚՌ）があります。子どもにબͿ時のお勧めɿ
S1'ʜベビー用（無߳料・無ண৭）のもので S1'15 ～ 20、1"ʜ1" ʴʴ～ʴʴʴ。
　かͿれやすくなるため、むやみに数の高いものにする必要はありません。ҥから出て
いるൽෘに͵りましょう（إ、ࣖ、ट、手、など）。ృるྔはগなくなり過ぎないように
適ྔをృし、̎～３時間ごとにこまめにృりなおしましょう。

　日মけは、くなるだけのܰ症から、௧みをう中等症、水᙮ができるॏ症までさま͟
まです。「日মけはやけど」と考えて下さい。ൽෘの表໘はԌ症をىこしています。

Ͳͷ日ম͚༧ࢠͲͷ日ম͚༧ࢠ
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今月ͷؗٳ日
３日㈭ޕ後ؗٳ・̓日 
14 日 ・21 日 
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　キッζランドは、子育て中の方が、情報を交換したり、子育てのみを話すなど、親子で楽しく
過ごせる施ઃです。
　Ωοズϥンυのར用およͼࢠҭて૬ஊなͲはɺӫ町ެࣜΞΧンτ -*/& ͔
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　໘見がよくおしΌれでしっかり者のななせ、
自༝ຉ์でえ上手なたまきです。出࢈を機に栄
町に引っӽしてきました。コロナՒでのॳめての
育ࣇ、慣れないڥでしたが栄町のօさんに親切
にしていただきました。おかげで子ども達はすく
すく元気よく育っています。温かく見守ってくだ
さりありがとうご͟います。

今月ͷཾເͬࢠ

2　お子さんの名付けΤピιードを教えてください！
"　長ঁは̓月生まれなので̓がつくななせ、次
ঁはڹきॏࢹで決めました。ななちΌんたまちΌ
んと呼びやすく気に入っていますが、次ঁはなͥ
か自身のことを「あにΎ」と呼んでいます　স

おうちの人にฉいてみました！！

あべ

（ྩ２年̓月ੜ·Ε）

Ѩ෦　たま͖ちΌΜ
あべ

（ྩ̐年 11 月ੜ·Ε）

お
は
な
し
の
く
に

ミ
ッ
キ
ー
ル
ー
ム

酒
直
幼
稚
園

☎
95
‐
４
３
３
３

Ѩ෦　ななͤちΌΜ
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　栄町では、認知症の正しい知識を広
めるためにシンボルΧラーのオレン
ジ৭のՖを育てる活動を行っていま
す。これは「認知症になっても暮らし
やすいまち、栄町をみんなで創ってい
こう！」という思いを共有し、町中で
オレンジ৭のՖを࡙かせて認知症の方
やその家族を支援する気持ちをあらわ
すプロジェクトです。Ֆබをみなさん
にしますので楽しみにしてくださ
い。

期間　̓月 1� 日 
　　　　　10 時から
　　　　　（無くなり次第ऴ了）
場所　;れあいプラβさかえ１階
　　　　　ロビー　
問合せ　健康介護課地域包括支援班
　　　　☎ 33-7709

　土地ڥք題、土地のొ記分ච、建
新ஙొ記などの相談
日　時　̓月̕日 
　　　　̕時から 12 時まで
会　場　千葉地方法ہ成ా出張所
　　　　※事前予ෆ要、相談料無料
問合せ　千葉県土地家屋調ࠪ士会
　　　　ҹᏞ支部�支部長�௩本健ଠ
　　　　☎ 043-423-7441

●サマーδϟンボๅくじ
　１等・前後賞合わせて̓ԯ円
●サマーδϟンボϛニ
　１等・前後賞合わせて５千万円
発ച期間　̓月 11 日 から
　　　　　８月 11 日 まで
発ച単Ձ　各１ຕ 300 円
நબ日　　８月 21 日㈭
※このๅくじのऩӹ金は、ࢢ町ଜの໌
　るく住みよいまちづくりに使われま
　す。

日　時　̓月 17 日㈭
　　　　13 時から 17 時まで
会　場　;れあいプラβさかえ̎階
　　　　会ٞ室①
内　༰　就労相談
対　象　15 以上ࡀ 39 までの方まࡀ
　たはその家族、40 代の自立（就労）ࡀ
　にみを๊えている方など
૬談料　無料
申込み　ి話による事前申込み
　　　　（月༵日～金༵日・10時～1�時）
※メールや̨̨̣での予も可能です。
　�IZTT!IPkVTPV-TBQPTVUF�KQO�PSH
問合せ　ちば૯地域ए者サポート
　　　　ステーシϣン
　　　　☎ 24-7��0

　成ాۭߓの機能強化と、ۭߓ周ลの
まちづくりについて、町民のօ様にも
関心を持っていただきたく講ԋ会を開
催します。
日　時　̓月 30 日 
　　　　15 時から（開場 14 時から）
申込み　ෆ要・入場無料
会　場　;れあいプラβさかえ
　　　　文化ホール
　　　　第１部ɿ通常૯会
　　　　第̎部ɿ基調講ԋ　
˓「成ాۭߓにおける S"' ಋ入促進
　��に向けた取り組み」成ాۭ᷂ߓ
˓「֦張される成ాۭߓを活かした国
૪力の強化について」千葉県ڝࡍ��　
　��૯合企画部
※第 1 部からごདྷ場いただけます。
問合せ　事ہ（実川）
　　　　☎ 35-5022

●防ӴҩՊେֶߍҩֶՊֶ生
Ԡื資格　1� 以上ࡀ 21 未満の者ࡀ
　　　　　高ଔ者（見込含）または高
　　　　　ઐ３年次म了者（見込含）
ืू期間　10 月８日 まで
試験日　１次ɿ10 月 25 日
　　　　̎次ɿ12 月 17 日 から
　　　　　　　　　��19 日 まで
※いずれか 1 日を指定されます。

●防ӴҩՊେֶߍ護ֶՊֶ生
　（ࣗӴิީ護ֶ生）
Ԡื資格　1� 以上ࡀ 21 未満の者ࡀ
　　　　　高ଔ者（見込含）または高
　　　　　ઐ 3 年次म了者（見込含）
ืू期間　10 月３日 まで
試験日　１次ɿ10 月 1� 日
　　　　̎次ɿ12 月６日・̓日 
※いずれか 1 日を指定されます。
※各ื集に係るࢼ験場所やࢼ験Պ目な
　ど、ৄࡉについては下記におい合
　わせください。
問合せ　自衛隊成ా地域事所
　　　　☎ 22-6275

さかえΦϨンδΨʔσχンά
ϓϩδΣΫトͷ׆ಈに͍ͭͯ

　S","& リバーサイド・フェスティ
バルの開催が決定しました。ৄࡉにつ
きましては次߸以降に掲載します。

։࠵日　10 月 25 日
予備日　10 月 26 日 

問合せ　経ڥࡁ課工ޫ؍班
　　　　☎ 33-7713

　栄町の業者の方を対象にෆ要育බ
ശの回ऩを行います。（無料回ऩ）
日　時　８月̐日 
　　　　̕時から 11 時まで
会　場　ҹᏞ業協同組合౦部支店
　　　　ற車場
申込み　̓月 16 日 までに経ڥࡁ
　課政班までご࿈བྷください。
問合せ　経ڥࡁ課政班
　　　　☎ 33-7713

い方、しつけ方についࣂの正しいݘ　
て知っていただくための教室です。
※会場によって日程がҧいますので、
　下記の通りご確認願います。
˓動Ѫ護ηンターຊ所
　( ཬޚࢢ料 709-1)
日　ఔ　̓月 24 日㈭、８月 21 日㈭
　　　　̕月 25 日㈭
受付時間　̕時 30 分から 10 時まで
श時間　10ߨ 時から 12 時まで
内　༰　ݘの本能と習性しつけ方法の
　　　　講ٛ、ϞデルݘによるデϞン
　　　　ストレーシϣン
申込み　千葉県動保護管理協会にご
　　　　࿈བྷください
˓動Ѫ護ηンター支所
　( ദࢢ高༄ 101�-6)
日　ఔ　̓月８日 、８月 12 日 
　　　　̕月̕日 
受付時間　13 時から 13 時 30 分まで
श時間　13ߨ 時 30 分から
　　　　　15 時 30 分まで
内　༰　ݘの本能と習性しつけ方法の
　　　　講ٛ
申込み　千葉県動保護管理協会にご
　　　　࿈བྷください
※྆会場とແ料・予ඞཁ（ઌண 10
ಉ不Մݘ・（໊　
問合せ　千葉県動管理協会
　　　　☎ 043-214-7�14

ࣗӴͷืू

ち૯Ҭएऀαϙʔト
εςʔγϣンͷब࿑૬ஊ

Ոௐࠪొ࢜記૬ஊ

αϚʔδャンϘๅ͘͡

ෆཁබശͷճऩに͍ͭͯ

࠲ߨૅجࣨڭͷし͚ͭํݘ

4","& Ϧόʔαイドɾ
ϑΣεςΟόル։ܾ࠵ఆ

ʮాۭߓとҬͷൟӫΛ͢ࢦ
༗ࢤͷձʯ௨ৗ૯ձ͓Αͼجௐ
に͍ͭͯ࠵ԋͷ։ߨ
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;Ε͍͋ϓϥβ͔͑͞

日ؗٳ月ͷࠓ　
　　

̓日 ɺ14 日 ɺ21 日 
22 日 ɺ2� 日 

　

　町内在住者を対象に町民プールを開
์します。
日　時　８月１日 から 20 日 まで
　　　　10 時から 12 時まで、
　　　　13 時から 16 時まで
場　所　栄町ཽ֯ࣉ台プール
　　（ྡߍ台খ学ࣉཽ֯）　　　　
ೖ場料　無料
意߲ࣄ
˓乳༮ࣇは必ず保護者が付きఴってく
　ださい。（乳༮１ࣇ名に付き保護者
　１名の付きఴいをお願いします。）
˓おむつ（༡ӭ用おむつを含む）での
　入水は出དྷません。
。ॏ品は各自で管理をお願いしますو˓
˓ఱީにより開์を中止する場合があ
　ります。
˓ 90Dm を超えるුきྠなどの大型
　༡۩、テント、ビーチパラιル、イ
　ス、シュϊーέル、ひれ、水మ๒
　などのଞ人の迷となる༡۩の持ち
　込みはې止とします。
˓そのଞ、ࢹ員の指示に従って利用
　してください。

は町ホームϖージをご確認くだࡉৄ※
　さい。
※意事߲およびࢹ員の指示に従わな
　い方の利用はお断りさせてきます。
問合せ　生֔学習課スポーツৼڵ班
　　　　☎ 95-1112

　第 76 回ࢢ܊民スポーツ大会が̓月
６日 から 7 月 27 日 まで、ҹᏞ܊
町を会場に開催されます。栄ࢢの各ࢢ
町はΰルフٕڝとバレーボールٕڝを
担します。
　また、૯合開会式は下記のとおり栄
町で開催されますので、ੋ非ご参加く
ださい。

૯合։会式日ఔ
日　時　̓月５日 14 時より
会　場　;れあいプラβさかえ
　　　　文化ホール
※一ൠの方もདྷ場可能です。

ӫ町։ٕڝ࠵日ఔ
˓ゴルϑٕڝ
日　時　̓月８日 
会　場　നΧントリー۞楽部
　　　　（成ాࢢ）
˓バレーボールٕڝ
日　時　̓月 12 日・13 日 
会　場　千葉県立栄特ผ支援学ߍ体育ؗ
（体育ؗߍ栄౦中学چ）�　　　　
問合せ　生֔学習課スポーツৼڵ班
　　　　☎ 95 Ŗ 1112

※そのଞのٕڝについては町ホームϖ
　ージをご確認ください。

　古時代の෭品として知られるޯ
فと、時の人々のܗは、ັ力的なۄ
りや願いが込められ、多くの人々がັ
了されてきました。
։࠵日　８月 14 日㈭
時　間　̕時から 15 時 30 分までの
　　　　間で̐回実施
　　　　①̕時
　　　　② 10 時
　　　　③ 13 時
　　　　④ 14 時
※体験時間は 30 分 ( 予定 )　
会　場　公ӹ財ஂ法人ҹᏞ・ദ文化財
　　　　ηンター（ࠤࢢय़࿏ 1-1-4）
対象者　খ学生 ( 親ޚさん同可 )　
定　һ　各回 10 組まで
参加අ　無料
その他　手১き用のタオル持参
※Ԛれてもよい（Τプロンなどで
　も可能）
申込み　̓月 15 日 より下記入力フ
　ォームにて申込開࢝。（ઌணॱ）
　બ者にはメールにてごҊ内します。

問合せ　公ӹ財ஂ法人ҹᏞ・ദ
　　　　文化財ηンター
　　　　☎ 043-4�4-0126
　　　　　��IPmFQBHF!JOCB�PS�KQ

①ϓライϕートκーンにͭいて知Ζう
　（早い時期からのੑڭ育）
日　時　８月８日 
　　　　10 時から 12 時まで
会　場　ཽ֯ࣉ台コミュニティホール
定　һ　定員５組
②おこでヨガを体験しよう
日　時　８月 29 日 
　　　　10 時から 12 時
場　所　区集会所
定　һ　６組
受付։࢝　①②ともに栄町公式 -*N&
　にて̓月１日から
問合せ　こども家ఉηンター
　　　　☎ 37-71�5
※各回ともに定員に達し次第受付ऴ了

　　　　　˛ -*N& 予

日　時　̓月 26 日
　　　　11 時から 13 時まで
会　場　;れあいプラβさかえ３階
　　　　調理実習室、大会ٞ室
内　༰　˓食育ミニ講話
　　　　˓調理実習
ࢯࡊナリタヤ　安ా　真　ࢣ　ߨ
ナリタヤ　ࢍ　ڠ
対　象　খ学生
定　һ　15 名（申込ઌணॱ）
参加අ　１人 300 円
、۩ච記用、ۊ֯ࡾ、ち　Τプロン࣋
　上履き、マスク、水分補給用ҿみ、
　Χトラリー（സ、スプーン、フォーク）
申込み　̓月 1� 日 まで
問合せ　健康介護課健康推進班
　　　　☎ 33-770�

　൜ࡑや非行の防止と、ࡑを൜した人
たちの立ち直りについて理解をਂめ、
たち一人ひとりがそれぞれの立場でࢲ
協力しあい、൜ࡑや非行のない໌るい
社会をஙくための全国的な運動です。
　୭もが暮らしやすい社会を目指し
て、օさんも自分には何ができるか考
えてみましょう。
問合せ　ࢱ・子ども課社会ࢱ班
　　　　☎ 33-7707

町ຽϓʔルͷҰൠ։์

ୈ 7� ճҹᏞࢢ܊ຽ
εϙʔπେձ։࠵

ҹᏞɾദจԽࡒηンλʔ
ʮࢠでޯ࡞ۄΓʂʯ

ͬͽ͌ルʔϜ

ՆٳΈ͜Ͳྉཧࣨڭ
～ָし͘ɺ͓͍し͍
؆୯ϥンνΛ࡞Ζ͏～

ࣾձΛ໌る͘͢るӡಈ
ௐ月ؒʢ７月ʣڧ
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̓日 、14 日 
22 日 、2� 日 

日ؗٳ月ͷࠓ

生
涯
学
習
課
文
化
財
班

☎
��
‐
１
１
１
２

ᶺ ���

　

ӫ
町
に

わ
る
ヘ
ビ
の
ੲ

「
؟
ॿ
େ
ࢣ
」（
ޒ
）

(

前
号
の
あ
ら
す
じ
ộ
名
主
の
່
「
お
ീ
重
さ
ん
」
と
の
別
れ
を

お
し
み
な
が
ら
、
大
ࡕ
で
の
८
業
を
ऴ
え
た
؟
助
の
も
と
に
൵
し

い
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。)

　

؟
助
は
、
団
े

に
そ
の
理
༝
を
話
し
、
許
し
を
得
る
と
、
す

ぐ
に
名
主
の
家
ま
で
大
急
ぎ
で
行
き
ま
し
た
。
名
主
の
୴
ಹ
は
大

変
ت
ん
で「
よ
く
来
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
͟
い
ま
す
。

ど
う
か
一
目
だ
け
で
も
ૺ
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
」
と

Գ
の
֖
を

開
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
が

の

中
か
ら
Ϣ
ラ
Ϣ
ラ
と
上
が
っ
て
き
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
く

見
る
と
、
そ
れ
は
ന
ऄ
で
し
た
。
そ
の
ന
ऄ
は
؟
助
の
ट
ヘ
ά
ル

ά
ル
と
ࣣ
回
り
半
も
ר
き
付
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
「
助
け
て
く
れ
」
と
؟
助
は
ౖ
໐
Ζ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
ど

う
し
て
も

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
回
り
の
人
た
ち
は
、
そ
の
異

変
に
気
付
き
「
؟
助
さ
ん
、
ど
う
し
ま
し
た
」
と
、
お
ど
お
ど
し

て

を
ֻ
け
ま
し
た
。
他
の
人
に
は
、
全
く
ന
ऄ
の
࢟
は
見
え
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

؟
助
は
、

が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
も
う
ࣳ
居
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
࢛
国
ീ
े
ീ
か
所
の
お
ว

路
を
し
て
、
お
大
ࢣ
さ
ま
の
お
力
に
お
す
が
り
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
一
度
だ
け
で
な
く
、
Կ
度
も
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ࣣ

度
目
の
お
ว
路
の
時
の
こ
と
で
す
。
࢛
国
े

番
大
ࢣ
の
少
し
手

前
ま
で
来
た
時
、
向
こ
う
か
ら
立

な

さ
ん
が
、
や
っ
て
き
て

「
若
い
身
す
ら
で
、
よ
く
৴
心
し
ま
す
Ͷ
。
今
日
は
、
い
の
一
番

に
े

番
大
ࢣ
の
護
ຐ
ஃ
の
上
へ
行
っ
て
、
ೆ
無
大
ࢣ
ว
র
金
߶

と
े
回
এ
え
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
貴
方
の
ट
に
ר
き
付
い
た
ന

ऄ
は
取
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
؟
助
は

さ

ん
に
ݴ
わ
れ
た
通
り
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
本
当
に
ऄ
は
取
れ

て

が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

さ
ん
は
、
お
大
ࢣ

さ
ま
の
化
身
だ
っ
た
の
で
し
た
。

　

؟
助
は
、
そ
の
後
三
度
の
お
ྱ
ն
り
を
し
て
、
合
計
े
度
の
お

ว
路
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、最
後
に
そ
の
写
し
を
ଷ
い
て
き
て
、

村
人
と
ڞ
に
布
鎌
に
े

番
大
ࢣ
の
お
ಊ
を
ݐ
て
て
、
お

り
し

た
の
で
し
た
。(

(
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今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

※事݅・事ނの発生や気象݅などにより変ߋにな
　る場合がご͟います。
。ॺの地域課へおい合わせくださいは、各警ࡉৄ※

　高齢者や障がい者の方々が住み慣れ
た地域で安心して生活できるよう、定
サービスを利ࢱ的な๚により、ظ
用するお手いや、日常生活に必要な
金મ管理などをお手いする「日常生
活自立支援事業」を行っています。

①ࢱサービスの利用方法がわからない。
②役所からಧいたॻ類をどうしたらい�
　いのかわからない。
③公共料金や医療費の支払い、ۜ行な
　どで生活費を下ろすのを手ってほ
　しい。
④通帳やϋンコ、大切なॻ類をよくな
　くしてしまう。

　このようなことで困っている高齢者
や障がい者の方を支援します。

【ར用料】
　ຖ月の会費 300 円に加え、ご利用
内容や時間に応じて、ผ్料金がかか
ります。
※生活保護世帯は無料です。まずはお
　気ܰにご相談ください。

申込み・問合せ
　ࣾձٞڠࢱձɹὸ �������

;れ͍͋ϓϥβさかえ

̕日 ・1�日  ̕時 30分から 11時まで

29日  13時 30分から 15時まで

さかな͓ίϛϡχςΟηンλʔ

１日 ・23日  13時 30分から 15時まで

૯ͷΉΒʢೖલʣ

３日㈭・24日㈭ ̕時 30分から 11時まで

11日  13時 30分から 15時まで

+"ҹᏞ౦෦ࢧళ

14 日 ・31日㈭ 10時から 11時 30分まで

在、༬ஷ金の利ଉは超低金利で、Ձ高により༬ஷݱ　
金の実質Ձが下がる中、生活ෆ安につけこむٗまが
いのෆ動࢈資の相談が増えています。特に、一人暮ら
しの高齢者で、相談できる家族や知人のいない方がター
ゲットになりやすい向があります。
例ɿ高齢者宅に、एい男性がಥ然๚れ、「ۜ行に༬けࣄ
ているお金は、１千万円あっても年間の利ଉは̎万円程
度、月換ࢉでは̎千円にも満たない。これでは、子供の
おখݣいにもなりません。」と話を持ちかけました。続
けて、「ࢲがお勧めするෆ動࢈をߪ入すれば、すでに入
居者がいる݅なので、ຖ月３万円程度の家ऩ入がಘ
られます。マンシϣンのオーナーになって、安定したऩ
入を確保しませんか」と勧༠されました。男性は親切で
ஸೡな態度で何度も๚を܁りฦし、信頼をಘました。
ܖ、ऴ的に、高齢者は男性に付きఴわれてۜ行へ行き࠷
のために代金を支払いました。しかし、半年後に່
්が親の通帳を確認したところ、３千万円もの高額な
引出しが判໌。ෆ動ߪ࢈入のܖॻも見つかりました
が、݅は 65 分の 50 という共有名ٛで、知らない人
との共同所有でした。しかも、「家ऩ入」と称して
ৼり込まれていたのは、月わずか３千円に過ぎませんで
した。

˒トラϒルに合Θないために
①高齢者の一人暮らしでは家族による見守りがॏ要です。
　子供がԕ方や共働きでしく、親が元気そうでも安心
　せず、定ظ的に࿈བྷを。見守りが難しい場合は、ࢱ
　サービスを利用しましょう。
②加齢によるれは自然ですが、ප的な記Ա力低下が
　ٙわれる場合は、医ࢣに相談を。
③ಥ然の勧༠は৻ॏに、ܖ前は家族などに相談を。ෆ
　動ొ࢈記ࡁの場合は解決が困難なため、早めにઐ家
　に相談しましょう。

資ٗに意

よせられた善意よせられた善意
町
˓;るさとԠ援دෟ金（̑月受付分）
　ಗ名（64 ݅）�　　　3,165,000 円

社会ٞڠࢱ会（̑月受付分）
˓一ൠدෟ金ɹ
　ᜊ౻　健5,260　　　　　　　࣏ 円
　近౻　松333　　　　　　　　߂ 円
　ಗ名（̐名）　　　　　�299,261 円
˓指定دෟ
　ಗ名（１名）　　　　　10,000 円

（称ུܟ）

૬ஊ日࣌
̔日 ɾ15 日 ɾ22 日 

（9 ࣌ �0 ʙ 12 ࣌ �1� ʙ࣌ 15 （࣌

˔栄町ফඅੜ׆૬ஊ員͔ΒͷϫϯϙΠϯτΞυόΠε

日ৗੜࢧཱࣗ׆ԉ事業
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+VMZ+VMZ
20252025 ７月７月

１ Ր

̎ 水 ホップステップさくらんぼʲ1�21ʳ

３ 
すこやかタイムʲ1�21ʳ
はみがきレッスンʲ1�20ʳ

̐ 金 プチさくらんぼʲ1�21ʳ

５ 土
ゆかたண付け体験（６日 まで）̡ 1�16ʳ
第76回ҹᏞࢢ܊民スポーツ大会開会式̡ 1�23ʳ

６ 日

̓ 月
;れプラ・ドラムのཬؗٳ日

８ Ր

̕ 水

10 

11 金

12 土
土༵開庁日

13 日

14 月
;れプラ・ドラムのཬؗٳ日

15 Ր

16 水 わくわくタイムʲ1�21ʳ

17 
はみがき教室ʲ1�20ʳ

1� 金 乳食教室ʲ1�20ʳ

19 土 マタニティクラスʲ1�20ʳ

20 日

21 月
ʲ海の日ʳ
;れプラؗٳ日

22 Ր ;れプラ・ドラムのཬؗٳ日

23 水

24 
６か月健康ࠪʲ1�20ʳࡀ１
健康ࠪʲ1�20ʳࣇࡀ３

25 金

26 土

土༵開庁日
おはなしのくにʲ1�21ʳ
Նٳみこども料理教室ʲ1�23ʳ
第５回ཾເサマーコンサートʲ1�14ʳ

27 日

2� 月
;れプラ・ドラムのཬؗٳ日

29 Ր

30 水

31 

栄町࿕ಡไ仕会のご協力により、
目のෆ自༝な方にԻの「広報さ
かえ」をおಧけしています。
社会ࢱ協ٞ会☎ 95-1100

ͷใ
（$%）

˔֤छ૬ஊ

新खଓ͖ߋ月ͷೲཁ介護ೝఆࠓ

　要介護認定の有ޮظ限が
８月日の方は、̓月１日
 から申請ができます。
　れずにߋ新申請をして
ください。
健康介護課　☎ 33-7709

計画税ࢢ税・࢈定資ݻ
����ظ̎・・・・　　　　　　
国民健康保険税・・・１ظ
後ظ高齢者医療保険料１ظ
介護保険料・・・・・１ظ
　　納ظ限　̓月 31 日㈭

　ຖ月第̎・第̐土༵日に各
छূ໌ॻを交付しています。
（ॕ日・年年࢝を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分
　　税課　☎ 33-7703
　　住民課　☎ 33-7704

༵։ி ਓޱͱੈଳ

人ޱ 19,49� 人�（-19）
男 9,614 人�（-19）
ঁ 9,��4 人�（̌）
世帯数 9,362 世帯�（�1）

６月１日ݱ在（前月ൺ）

૬ஊ໊ 日　࣌ ձ　 ߹ͤ

人ݖ・行政相談
̓日 
13時 30分から 16時まで
ऴ受付࠷） 15時）

役場１階
第１会ٞ室

くらし安全課
☎ 33-7710

心の相談
（事前予）

ຖिՐ༵日※ 22日 はٳみ
10時 15分から 12時まで
※ 45分で̎枠受付

;れあいプラβ
さかえ̎階
学習情報室 いんば障害者

相談ηンター
☎ 99-2501デイέアクラϒ

「ほっとする～」
（事前予）

̐日 ・1�日 
;れあいプラβ
さかえ̎階
学習情報室

消費生活相談
８日 ・15日 ・22日 
̕時 30分から 12時まで �
13 時から 15時まで（࠷ऴ受付）

受付
役場̐階
経ڥࡁ課

経ڥࡁ課
☎ 33-7713

教育相談
ຖिՐ・金༵日
※８日 ・22日 はٳみ
10時から 15時まで

;れあいプラβ
さかえ̎階
ゆうがくؗ

教育支援ηンター
☎ �0-1520

法ॻ士相談࢘
（事前予）

̕日 
1�時から 19時 30分まで

;れあいプラβ
さかえ̎階
和室①

社会ࢱ協ٞ会
☎ 95-1100

;れあい相談
（心ごと相談）

16日 
13時から 16時まで

役場̎階
社会ࢱ協ٞ会

法相談
（事前予）

24日㈭
13時 30分から 16時まで

役場̎階
社会ࢱ協ٞ会

認知症Χフェ
オレンジサロン

1�日 　
10時 30分から 12時まで
※どなたでも参加いただけます

;れあいプラβ
さかえ１階
ロビー

健康介護課
☎ 33-7709

生活困ځ出張相談
11日 ・25日 
̕時 30分から 16時まで

役場１階
第１会ٞ室

さかえ・しすいワークラ
イフ・サポートηンター

☎ 043-30�-6332

ෆ動࢈相談
15日 
10時から 12時まで
ऴ受付࠷) 11時 30分）

役場１階
第１会ٞ室

企画財政課
☎ 33-7773

交通事ނ相談
（事前にお合せく

ださい）

土༵・日༵・ॕ日および年年
を除く　̕時から࢝ 12時まで
13時から 16時 30分まで

千葉県庁
本庁ࣷ̎階

千葉県交通事ނ相談所

☎ 043-223-2264

　ۙྡͷओͳٸٹපӃ
૯栄පӃ☎ 95-6�11・成ా十ࣈපӃ☎ 22-2311・成ాපӃ☎ 22-1500
日本医Պ大学千葉૯පӃ☎ 99-1111・成ాཬಙऱ会පӃ☎ 93-1001
ҹ૯合පӃ☎ 33-3000・国ࡍ医療ࢱ大学成ాපӃ☎ 35-5600
※療時間・療Պ目は、直接පӃにおい合わせください。

ྍऴྃͷؒ࣌ɾؒྍ　ʢडٸٹ日ͷٳ˔ �5 લまでʣ

　印旛ࢢ郡খࣇॳٸظපྍॴὸ （健康管理ηンター内ࢢࠤ）043-4�5-3355

　ాٸපྍॴὸ 27-1116（成ాࢢ保健ؗࢱ敷地内）
ྍՊ 　ྍ　日 ྍؒ࣌

খࣇՊ・内Պ

ຖ日 19時～ 23時

日༵日・ॕ日
８月 13日～ 15日、
12月 29日～ཌ年１月３日

10時～ 17時

外　Պ
日༵日・ॕ日
８月 13日～ 15日、
12月 29日～ཌ年１月３日

10時～ 17時

Պ　ࣃ
ॕ日（日༵日は除く）・ৼସٳ日
８月 13日～ 15日、
12月 29日～ཌ年１月３日

10時～ 17時

ྍՊ 　ྍ　日 ྍؒ࣌

খࣇՊ
（以下ࡀ15）

月༵日～土༵日 19時～ 23時

日༵日・ॕ日
12月 29日～ཌ年１月３日

̕時～ 17時
19時～ 23時

●千葉県ٸٹ安৺ి૬ஊ
　　間ຖ日　1� 時～ཌே８時　☎ˌ （帯ి話・プッシュ回線ܞ）7119
　03-6�10-1636（μイヤル回線）
●͜Ͳిٸٹ૬ஊ
　　間ຖ日　19 時～ཌே８時　☎ˌ （帯ి話・プッシュ回線ܞ）�000
　043-242-9939（μイヤル回線）
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